
まもる君の特徴
？？？まもる君ってどんな帽子？？？

園児たちがお散歩や運動、遊具で遊ぶ時にはカラー帽子を着用しています。
カラー帽子はクラス分けや日除けだけでなく、園児たちの頭をケガから守ってくれる
役割をしているのです。でも、通常のカラー帽子だと衝撃吸収の効果はほとんどなく、
頭を守る役割はごくわずかであることをご存知ですか？　だからといって、
防災頭巾を被って遊ぶのは暑いし、視界も悪く、実用的ではないですよね。
そんなカラー帽子に、防災頭巾並みの衝撃吸収の効果を備えたのが「まもる君」。
きちんとカラー帽子本来の役割を持ちながら、園児の頭部をしっかりと守って、
園児が元気いっぱい遊べるようにサポートします。
公共機関で本格的な試験を実施し、本当に安全であることが立証された製品です。

—衝撃吸収性の比較—
最大衝撃力 (kN)

試験機関：( 一財 ) 日本車両検査協会
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—帽子内温度変化—
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試験機関：( 地独 ) 山口県産業技術センター

カラー帽子との差

+2℃以下

～　衝撃吸収性試験　～
一般財団法人 日本車両検査協会で「防災頭巾衝撃吸収性試験」を実施しました。
公益財団法人 日本防炎協会は防災頭巾の衝撃吸収基準値を 9.8kN 以下と定めて
います。防災頭巾と同じ条件で 3回の衝撃試験を実施し、平均値 6.8kN という
結果が出ています。防災頭巾に定められる衝撃吸収基準値の 30%以上の衝撃吸
収値であることがわかります。写真は試験実施の様子と試験結果証明書です。

～　通気性試験　～
地方独立行政法人 山口県産業技術センターと共同開発をした製品です。
熱中症対策として、施設内の設備を使用して通気性試験を実施しました。
室内温度 25℃の環境内で、フィットネスバイクによる運動を 15 分間継続
した際の帽子内温度計測、赤外線熱画像装置による表面温度計測を実施。
カラー帽子と比較しても、帽子内温度差、着用者の表面温度に大差はなく、
しっかりと通気が出来てることがわかります。

衝撃吸収効果

防災頭巾に定められる衝撃吸収基準値

よりも３０％以上の衝撃を吸収します。

通気設計

風が通り抜ける設計の為、帽子内部が

暑くなりにくくなっています。


